






　 本 書 は、Herbert Kaufman, Red Tape: Its Origins, Uses, and Abuses 
（Brookings Institution Press, 2015）の全訳書である。原著の初版は1977年に公
刊されているが、ブルッキングス研究所の創立100周年記念事業の一環







































































































































































































































































































































































































































































に始まる第 ₁次行革審から第 ₃ 次行革審までの流れである。規制緩和・



















































































　ちなみに、平成26年 ₄ 月 ₂ 日から平成27年 ₄ 月 ₁ 日までの ₁年間に新
設、廃止された法律を根拠とする許認可等について総務省が整理したも
のによれば、79件の廃止があった一方で、158件の新設があり、差し引
き79件の増加がみられる
（3）
。ほぼ同様の状況が毎年繰り返されているので
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ある。
　大規模な災害、脱税や株式・企業財務情報の不正操作、建築物や食
品・自動車の環境性能などの偽造、食品への残留農薬の混入や製造工程
での不純物混入、悪質商法や高齢者を狙った詐欺、飲酒運転や高齢者に
よる交通事故、規制緩和で急増した観光バスの事故、ストーカーや虐
待・いじめによる被害など、毎日のように新聞やテレビのニュースを賑
わすこれらの出来事は、それらから人びとを守ろうとする政府の介入を
促すサインである。こうした中から消費者庁など新たな独立官庁も生ま
れた。また、2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催にむけて
ゴールドメダルダッシュを願う国民の期待を受けて、議員立法によりス
ポーツ基本法が制定され、新たにスポーツ庁も誕生した。まさしく「思
いやり」と「代表性」が新たな規制と組織を生み出すのである。
　このように、許認可件数についてだけみても、カウフマンが1970年代
に懸念したレッド・テープ問題は、今日の日本においても決して過ぎ去
りし昔日の思い出などでは全くないことがわかる。今村が「本書の表題
について」記した中で強調しているように、「『レッド・テープ』はまさ
しく今日的テーマ」なのである。
　そうなると、というよりは、にもかかわらず、「繁文縟礼」といった古
色蒼然たる漢語はともかくとしても、「レッド・テープ」が「すこぶる限
定された専門分野での学術用語」にとどまっていることが気にかかる。
　1980年代後半ごろから本格化した行政改革とともに、マスメディアの
報道なども介して、根強い公務員バッシングが繰り返されてきた。その
時々のトピックは、汚職や不祥事であったり、官官接待や公費不正支出
であったり、最近の東京都の豊洲新市場問題のような意思決定の不透明
性のような問題であったりして、大概非難に値する出来事が多い。しか
し、その背景には、公務員の仕事ぶり、お役所仕事と揶揄されるような
行政スタイルに対する固定観念が広く流布し、多くの人びとの間でそう
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した言説が信じられている現実があるのかもしれない。こうした根強い
「公務員不信」、それはカウフマンが「スケープゴート」として論じた
ものでもあるが、それを「レッド・テープ」の徴表とイメージするなら
ば、こうした公務員バッシングは、一般に廃れた用語である「レッド・
テープ」をその実質の論拠あるいは基盤としているとみることもできよ
う。そして、その帰結が繰り返される公務員数の縮減である。
　この根強い「公務員不信」とその背景にあるレッド・テープ問題に対
して、政治や行政の研究者はどのように立ち向かうべきなのか。今村は
いう。「概念化の仕方、とらえ方が大事」なのである。「病理は生理に根
ざす」。レッド・テープが官僚制の病理、逆機能の一側面であることは
明らかだろう。問題は、そうした病理が、言い換えれば意図しない結果
が、なぜもたらされるのか、そのことの分析である。「病理」を非難し
排斥するだけでは解決できない構造がその背景にはあるからである。
レッド・テープは私たちが産み出したものでもある。そうした現実を直
視する眼と、「病理は生理に根ざす」といった複眼の視点をもって、制
度と政治と管理との相互作用の観点から、かつて今村が「官庁セクショ
ナリズム」を分析し論じたように、これからの研究者に今村が託した
かったテーマの一つが「レッド・テープ研究の進展」なのではないだろ
うか。原著にはない事項索引と人名索引、また非常に手の込んだ機関・
組織別索引、それに本文の中での懇切なナビゲーションの役目をする訳
注からも、今村のそうした「願い」を感じ取ることができよう。
　終わりに、「書評」と標榜しながら、書き終えてみるとその作法を大
きく外れるような始末となった。その要因の一つは、この「書評」の対
象が、そもそもカウフマンの著作なのか、今村の訳書なのか、その焦点
の曖昧さにあったのかもしれない。もとよりカウフマンの著作自体は
1977年に公刊されたものである。その「レビュー」ということになれば、
再刊されたこの40年間におけるアメリカ連邦官僚制の変遷を踏まえて、
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その議論の「検証」作業が不可避となろう。しかしそんなことが評者に
できるはずもない。しかも、その作業はまさしく再刊の「序文」でフィ
リップ・K・ハワードが見事に成し遂げている。ハワードいわく、「ハー
バート・カウフマンは、政府内部の活動についての20世紀における最も
鋭い観察者」であり、「『レッド・テープ』はいまなお驚くほど新鮮であ
る」と。しかし同時に、「『レッド・テープ』から完全に抜け落ちている
もの、それは人間の責任に基礎をおいた開放的なガバニングのモデルで
ある」として、ハワードは『フォレスト・レンジャー』でカウフマンが
描いた「人間責任のモデル」にたつ政府の再建に期待を寄せている。そ
こで、この「書評」では、カウフマンの議論をできるだけ論旨に沿って
紹介することに努め、今村による翻訳の意義について評者なりの考察を
加えるという作法をとるほかなかったように思われる。
　しかし、その作業をとおして、改めて今村都南雄先生の仕事の一端に
触れ、枯れることのないその研究意欲のほとばしりに圧倒されながら、
消えかかりつつある自らの研究心にもいくらかの灯をともすことができ
た。今村都南雄先生に心から感謝申し上げるとともに、この拙い小論を
捧げたい。また、この書評を書いてはどうかとお勧めいただいた本誌編
集委員長の小笠原高雪先生にも感謝申し上げる。その一言がなければこ
れを書く勇気は生まれなかっただろう。
　注
（ ₁）　この調査で把握対象とされる許認可等とは、「国民（個人及び法人）の申請、
出願等に基づき、行政庁が行う処分及びこれに類するもので、法律、政令、省
令及び告示において、許可、認可、免許、承認、検査、登録、届出、報告等の
用語を使用しているもの」である。平成28年 ₃ 月総務省行政評価局「許認可等
の統一的把握の結果について」
（ ₂）　複数の省庁等が関係する許認可等について、平成24年までは、許認可等の処
分権者ごとに数えていたのもが、平成25年以降は、その根拠法令を所管する省
庁等ごとに数える方法に変更された。注 ₁ に同じ。
（ ₃）　注 ₁に同じ。

